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提 言 
 

総務文教厚生委員会は、｢これからの大刀洗町立図書館のあり方｣について

調査・研究した結果、結論を得たので、提言する。 

なお、調査・研究にあたっては、所管事務調査をはじめ武雄市・伊万里市・小

郡市図書館の視察の結果によるものである。 

将来の人口推移及び町財政状況並びに既存の社会教育施設との有機的連

携等に配慮されるとともに、本提言の趣旨を政策に反映いただくよう期待する。 

 

現在の非常に厳しい経済状況下において、町立図書館としてのサービスを維

持・向上させるためには、絶えずコスト意識を持ちつつ、町民の目線に立って業

務の見直しに努め、限られた人的・物的資源の有効な活用を図りながら、管理

運営体制の充実と図書館職員の質の向上に努める必要がある。さらに、子ども

の読書活動推進のための学校図書館との連携や地域の交通弱者の対応など、

新たなニーズに応えるための取り組みを展開するに当たっては、現在の管理運

営体制のままでは、困難であり、一定の改善が求められる。 

しかしながら、管理委託制度の一つである「指定管理者制度の導入」について

は、調査の中でも、評価されている事例もあるが、導入後に直営に戻された事例

もあり、必ずしも評価が良いとは言いきれない。現段階で同制度を導入するには

慎重さが求められる。さらに、図書館法第 14 条に規定されている「図書館協議

会」も平成 24年 7月に設置されており、常に幅広い意見を求めながら今後の運

営を進めていくことが望ましい。 
 

 

１ 図書館運営の形態 
 

 公立図書館として利便性の高い図書館 

 図書館職員の充実とスキルアップを図る（有資格者の採用） 

 学校図書館をオンライン化し、有機的な活用を図る 

 幼児期からの読書習慣の構築と家読
う ちど く

の推進 

 図書館協議会と協議を密にし、図書館運営にあたる 

 図書館ボランティアを募り、町民と共にある図書館を目指す 

 専任図書館長の配置 
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２ 開放感のある居心地の良い図書館 
 

 図書館専用入口の設置   

 何度でも行ってみたいと思える、幼児からお年寄りが集い、 交流が生まれ

る図書館 

 座ってゆっくりと本を読んだり、学習するスペース等が確保されている図書館 

 高齢者や障がい者等が安心して利用できるように配慮した図書館 

 絵本や児童書が充実され、子どものスペースが確保された図書館 

 気軽に談話できる喫茶・軽食コーナー、特産品売り場の併設 

 

３ 町民のニーズに対応できる図書館 
 

 町民の多様なニーズに応えることができる、専門性の高いレファレンスや 

サービスの充実   

 選書やサービスなど利用者の声が反映される図書館   

 町の歴史等、貴重な資料が保存・提供できる図書館 

 日々の生活に関連する新聞や雑誌、地域資料、パンフレット等の多様な資料

の提供 

 行政施策・統計情報、議会情報の提供 

 ブックスタートのさらなる充実 

 移動図書館の検討 

 高齢者や障がい者等への配本サービスの検討 

 

４ 社会教育・福祉施設等との有機的な連携 
 

 中央公民館、ドリームセンター、子育て支援センターとの一体的な運営によ

る図書館の活性化   

 校区センターと連携した読書活動の推進 

 社会福祉協議会との連携による事業の推進 

 

調査研究視察先   

平成 25年 7月 11日 武雄市図書館 

平成 25年 7月 12日 伊万里市民図書館 

平成 25年 8月 20日 小郡市立図書館 
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補足資料 

 

 

 

 
― ３ ― 



 

 

 

 

 
― ４ ― 


